
５件　

５件　

一般競争入札
（WTO対象工事を除く）

５件　

設計・コンサルティン
グ業務（小計）

０件　

簡易公募型プロポーザ
ル方式（拡大）

０件　

委員会による意見の具申
又は勧告の内容

　なし

審議対象期間 　平成３１年４月１日～令和２年３月３１日

抽出案件（合計）

【国立大学法人埼玉大学における建設工事契約等について】
  平成31年4月から令和2年3月までの建設工事契約について、事務局から
報告があった。

【審議対象工事について】
１）「教育学部附属小学校体育館便所改修工事」について
　　事務局から競争参加資格の設定理由及び経緯等の説明があり、審議の
  結果、了承された。
２）「教育学部附属小学校体育館便所改修機械設備工事」について
　　事務局から競争参加資格の設定理由及び経緯等の説明があり、審議の
  結果、了承された。
３）「（大久保１）総合研究棟（理工学系）改修その他機械設備工事」
　について
　　事務局から競争参加資格の設定理由及び経緯等の説明があり、審議の
  結果、了承された。
４）「（大久保１）教育学部Ｇ棟等改修工事」について
　　事務局から競争参加資格の設定理由及び経緯等の説明があり、審議の
  結果、了承された。
５）「（大久保１）教育学部Ｇ棟等改修電気設備工事」について
　　事務局から競争参加資格の設定理由及び経緯等の説明があり、審議の
  結果、了承された。

【工事競争入札参加にかかるアンケート調査結果について】
　前回の本委員会の意見を踏まえ、工事競争入札参加にかかるアンケート
調査を行った結果について、事務局から説明があり、了承された。

【その他】
　再苦情申し立て状況報告について、平成３１年４月～令和２年３月にお
いて,再苦情の申し出及び審議依頼がなかった旨の報告があった｡
　

建設工事（小計）

○主な質疑応答

【審議対象工事について】
「教育学部附属小学校体育館便所改修工事」
 Ｑ　高落札率となったのは何故か。
 Ａ　予定価格が切りの良い数字に近い金額であったため、切りの良い入札金額と近似となった
　 のではないかと思われる。
　
「教育学部附属小学校体育館便所改修機械設備工事」
 Ｑ　1者入札の原因としてどのようなことが考えられるか。
 Ａ　工種が「管」(機械)の場合、工種が「建築」や「電気」に比較して参加業者が一般的に僅
　 少であることと、学校の夏休み期間に工事を行う必要から時期を変更することは出来ず、7
   月着工の工事契約時期としたこと。また、工事時期が業者の繁忙月であったため、配置予定
   技術者が不足していたこと等が原因と考えられる。

「（大久保１）総合研究棟（理工学系）改修その他機械設備工事」
 Ｑ　入札参加業者数は2者となっているが、1者入札となったのは何故か。
 Ａ　入札参加業者が入札前に1者辞退したことにより、1者入札となった。
　   辞退した業者は、入札前に他工事を受注をしたこと等の理由が考えらる。
 Ｑ　なぜ再公告となったのか。
 Ａ　当初、建築、電気、管工事の3工種を同時期に入札公告を行ったが、管（機械）は1者の参
　 加があったが、入札前に辞退した為、入札不調となり再公告となった。
　
「（大久保１）教育学部Ｇ棟等改修工事」
 Ｑ　低入札理由として、予定価格が高すぎたのではないか。
 Ａ  公共工事の積算方法に基づいて算出しているので、予定価格が高すぎることはないと考え
　 ている。
 Ｑ　最低基準価格はどのように算出しているのか。
 Ａ　文部科学省から通知された所定の計算式にて算出している。

「（大久保１）教育学部Ｇ棟等改修電気設備工事」
 Ｑ　入札参加業者数は2者となっているが、辞退により1者入札となったのか。
 Ａ　辞退により1者入札となった。

【工事競争入札参加にかかるアンケート調査結果について】
 Ｑ　アンケートの回収率が高かったがどのような方法でアンケート調査をしたのか。
 Ａ　Ｅメールでアンケート調査をした。
 Ｑ　1者入札を避ける方法として、今後は、4月から6月の工事を増やしていくということか。
 Ａ　工事条件が許す範囲で、なるべく増やしていきたい。
 Ｑ　設計図書に関して、図面のホームページからのダウンロードはいつごろから実施できるの
　 か｡
 Ａ　ダウンロードに係るシステム等を検討中で、なるべく早く実施したい。

委員からの意見、
それに対する回答等

          国立大学法人埼玉大学入札監視委員会定例会議議事概要

開催日及び場所
　令和２年７月３１日（金)
　本部管理棟２階　第４会議室

委　　　　　員
　委員長  薄井　昭  　(弁護士）
　委  員  小川千恵子 （公認会計士）
　委  員  荻原　稔　 （監査室長）
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